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1.は じめ に

江戸時代の大阪に懐徳堂 とい う学塾があった。その第4代 学 主中井竹 山の弟、 中井履 軒

(享保十七年一文化十四年、1732-1817)は 、自分の書斎 を 「華胃国」 と称 し、合理的で

自由な思想のもとで 「天下事物の理」 を考究 し、多 くの著作 を残 した。 その著作 の うち、

「有間星(安 羅満本志あ らまほし)」や 「華胃国新暦」 など7篇 を収録 した 「華胃国物語」が

近頃出版 された1)。

中井履軒は、天文暦学者の麻 田剛立(1734-1799)の 友人であ り、 また 「夢 ノ代」 を著

した山片幡桃(1748-1821)の 師で もあったが、古来か ら東洋で用いられていた太陰太陽

暦にあきたらず、純粋 な太陽暦に深い関心を持 ち、独 自の説 を立てていた。彼の太陽暦には

2種 類あって、今回出版 された 「有間星」には、安永九年(1780)を 例 に とって、立春の

日を正月一 日とする太陽暦が示 されてお り、「華胃国新暦」 には、享和元年(1801)を 例 に

とって、やは り立春 を年の初めとはするものの、一風変わった太陽暦が提示 されている。

ところが、従来、履軒の太陽暦 として紹介 されていたのは、専 ら後者の 「新暦」の方であっ

た。山片幡桃が 「夢 ノ代」2)において、享和二年(1802)を 例 にとって作 っている暦は前者

によるものであ り、両者は全 く異種のものであった。それにも拘 らず、今 まで両者 は、はっ

きりとは区別 されていなかった。このことについて、筆者 は既に簡単に指摘 した3)こ とがあ

るが、ここに改めて履軒や蠕桃の暦法、及びその他の同種の暦法 について、些かの考察 を加

えることに したい。

2.華 胃 国暦 とそ の特 色

履軒は、安永九年(1780)に 「住みなれた住居 を引 き払」4)って、現在の南本町一丁 目の

借家に移 ったが、 この家が気 にいったためか、自分の書斎を中国の黄帝が昼寝 をした とき夢

の中で遊んだとい うユー トピア 「華胃国」 に擬 して、その後、思索と研究に没入 したのであっ

た。

「有間星」四巻 は、当時の社会一般のあ り方について彼独特の考えを 「随想風 に書 きつ ら

ねていったものである」5)が、その第一巻 を序文 と華膏国暦 にあてている。次 に序文 の最終
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部 分 を引用 す るが 、読 みやす くす るた め、便宜 的 に一部の 語句 を書 き改 め た。

「…西 洋 てふ国 に は、太陽冬 至 を一歳 の始 め と して、 ひ と 日、 ふた 日と数 え もて行 き、 は

ては三百 六十 い く日と数 え終 わ る とな ん。 さ らば閏 月 な くて、一歳 の気候 は年毎 に同 じくて

民 の業 もよ く整 いけ ら し。 され ど月の数 もな く、春秋 の名 、他 にな けれ ば 、この国 にて は不

用 なめ り。

ここに まなお この暦あ りけ り。 この国 の と西洋 とを合 わせ た らん ようにそ。春 秋月 の数 も

さだか にて閏 な く、気候 、年 ご とに同 じくな ん。 た ・"朔望 の進 み退 きて 、潮の瀧干 を定 め難

きなん、 少 し心 ゆか ぬや うなれ ど、外 の こ との皆 よろ しきぞ 、 ひ くらべ て何 な らず、後 の世

の末 に も し暦法 の改 まるこ との あ らん時 は、 もろ こ しも、 ここ も、 か くよ り外 は と思 いな り

ぬ。 よ りて、 ひ ととせ の暦 を写 しお きて、 お ろか な るね き くさ とす な り。 これ は華 胃 てふ国

の暦 な りとそ。 波路 は るかにいつ か他 の国 にや。」6}

この序文 に よる と、履 軒 は冬至 か ら10日 後 を一 月一 日と し、 一年 を12ケ 月 とす る現 行 の

太 陽暦 に ヒン トを得 て彼 独特 の暦 を考 えつ いた よ うであ る。 この 「華 膏 国 暦書 」 の 第1行

目ア'に「歳在 庚子 一昼夜 十 時百刻 」 とあ るが、庚子 は安永 九 年(1780)に あ た る。 た ・"し

「一昼夜 十時 」 とあ るの は 「一昼夜 十二 時」 の誤 りで はないか と思 われ る。 しか し暦 書 本 文

には 「時」 につ いて の記載 は他 に何 もない ので確 かめ る ことはで きない,、或 い は一一日を十 二

時 に分割 す るの をき らって 、敢 えて十時 と したの か も知 れ ない。

さて、暦 本体 は5段 にわ かれて お り、最 上段 に毎 月の 日付 、 第2段 に 日干 支 、第3段 に月

相(朔 、上弦 、望 、 下弦)、 第4段 に は二 十 四節 気 やその他 の雑節 の暦 注 、 第5段 に は二 十

四節 気 の当 日の昼 夜の長 さが 、… 日を百刻 として誌 され お り、他 に一 ヶ所 、月帯食 の注 記が

見 られ るの みで ある。 これ らは当時行 われて いた官暦 と何 ら異 なる点 は ない。 しか し華胃 国

暦 の最大 の特 長 は、立 春 の 日を正 月一 日と し、その後 は順 に二十 四節気 の うちの節 にあた る

日を毎 月一 日にあ ててい る点 であ る。今 、安永九 年 につ いて この暦法 に従 って各 月一一日の 日

干支 と、それ に よって得 られ る各 月 の 日数(大 小)を 示 す と表 ユの ようにな る。 な お、 これ

らの節 日は、 内田正男 氏 の 「日本 暦 日原 典Pか ら引 用 した。 なお、 最 後 の翌 年正 月 の立 春

は、十二 月の 日数 を求 め るため の もので、干 支番号 は甲子 を1と し、 癸 亥 を60と す る もの

で ある。

表1に よる と毎 月一 日の干 支 や月の大 小 は履 軒が示 してい る もの と全 く同 じで 、 この一 年

間の 日数 も同 じ365日 とな って い る。

履 軒 は、華 胃国暦 を考 えた経緯 につい て は特 に詳 しい説 明 を残 して いない ので 、先 に引用

した序文 によ って推 察す る しかな い。 しか し彼 は西洋 の太陽暦 には、朔望 による月で は な く

て、一年360い く日か を12ヶ 月 と し、 閏月 はな く、四季 の名 称 は な い もの の 、 月 と季 節 は

いつ も一致 してい た と理解 して いた よ うで あ る。従 って、太陰太 陽暦 で用 い られ てい た節 の

日を毎 月の一 日と して、暦 日と季節 が いつ も一致す る暦法 を考 えたの だろ うと思 われ る。
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後で述べ るように、山片幡桃が華胃国暦 をその通 りにまねて享和2年(1802)の 暦 を作

り、「天経或問」にある 「天暦」に基づいていることを明 らかにしているので、履 軒 もこの

「天暦」の法に準拠 したことはほ ・"間違いないことであろう。

表1華 胃国暦書(安 永九年、1780)の 一 日と月の大小

、目 節 気 日干支(番 号) 一 ケ月の 日数 大小

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

一

二

正

正

二

三

四

五

六

七

八

九

十

十

十

翌

春

蟄

明

夏

種

暑

秋

露

露

冬

雪

寒

春

立

啓

清

立

芒

小

立

白

寒

立

・大

小

立

庚 辰(17)

辛 亥(48)

辛 巳(18)

辛 亥(48)

壬 午(19)

壬 子(49)

癸 未(20)

癸 丑(50)

甲 申(21)

甲 寅(51)

甲 申(21)

乙 卯(52)

乙 酉(22)

31

30

30

31

30

31

30

31

30

30

31

30

大

小

小

大

小

大

小

大

小

小

大

小

3.華 膏 国 新 暦 に つ い て

懐 徳堂 文 庫 本 華 胃 国物 語 に は、 「華 胃 国新 暦 」9)が収 録 され て い る。 この暦 は享 和 元 年

(1801)に あて た もので 、5段 にわか れてお り、第1段 には二十 四節気 の 日と、各 月相 の 日

につい て、そ の 日干支 が示 されて いる。第2段 に は 日の通 し番 号、次 の第3段 に は二 十 四節

気 の名称 とそ の 日の昼 の長 さ及 び雑節 が注記 され、第4段 には朔 ・望 ・上弦 ・下弦 の注記が、

そ して最下 段 に当時行 われ てい た太 陰太陽暦 に よる 日付 が示 され てい る。

この華胃 国新暦 の特長 は、一年 の始 ま りを立春 の 日に置 き、一年 を春夏秋冬の四季 にわけ、

春 は一 日か ら九十三 日まで 、夏、秋 及 び冬 はそれぞ れ一 日か ら九十 一 日まで として、 月 を立

てない 、 とい う点 にあ る。 だ ・"し、各季 を孟 ・仲 ・季 の3期 にわ け、そ れぞれ の初 日を二十

四節気 の うち、節 の 日にあ ててい るの は、先 の華 胃 国暦 と同 じで ある。 しか し三 十 日や三 十

一 日を1ヶ 月 とす る 「月」 を用 い ない とい うのは、従来 の暦法 の常識 を全 く無視 す る もので

あ る。 しか も、 この 「新 暦」 に は、履 軒 は何 の説 明 もつ けてお らず 、 た ・"暦日表 を示 してい

るのみ であ る。従 って彼 の真 意 を正確 に推 察す るこ とはまず不 可 能な こ とで あ る。

山中浩之氏1°)は、 この暦 を評 して、 「おそ ら く清代 の游芸 の著 「天経 或問」 に よった と考

え られ るが、 太陽暦 を採用 しよ うと した もの であ る。(中 略)(履 軒の)二 種 の華胃 暦 は、太
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陽暦をいち早 く志向 したという点で、 日本暦学史上、注 目されるべ きものである」 と述べて

おられるが、二種の華胃暦 のうち、後者の 「新暦」は、履軒が新 しい暦法の試案を作ろ うと

した もので、実はまだ完成 された ものでないのではないか と思われる。 もしそうでなければ、

従来の太陰太陽暦 と、純太陽暦 との対照表 を作 ろうとしたものではなかろ うか。

ところで、この 「華胃国新暦」には、従来から大阪府立図書館本の存在が知 られてお り、

その表紙 には 「華胃国暦」 とのみあって、つ とにこの伝写本のみが行 われ、 「国書 総 目録」

に もこの系統の ものが収め られているm。 この ようなことのためか と思われるが、履軒 の暦

法 として、後者の 「華胃国新暦」のみが紹介 され、前者の 「華胃国暦」については忘れ られ

て しまったか、或いは明確 に区別 されなくなって しまったように思われる。

4.山 片 蠕 桃 の 享和 二 年(1802)暦 につ い て

山片蠕桃 は、彼の 「夢 ノ代」(1802年 起筆)に おいて、履軒の華胃国暦にな らって享和二

年の暦 を作 っている'21。彼 は游子六の 「天経或問」にある 「天暦」 の法 に従 って暦 を作 り、

「且 ツハ履軒先生有マホシノ華胃暦ニヨルノミ」'3)として、詳 しくこの暦の性格について説明

を行 っている。従 って、履軒 自身は詳 しく述べていない 「華胃国暦」の考え方がこれによっ

てよくわかるのである。 これら2つ の暦が、「天経或問」に述べ られている 「天暦」 の方 法

によるものであることは、 まずまちがいない ことであろう。

幡桃の享和二年暦 は、華胃国新暦(享 和元年 にあてる)の 翌年にあたっていて、 しか も蠕

桃が 「夢 ノ代」 を書 き始めたその年にあたっている。些か穿ちす ぎであるか も知れ ないが、

幡桃が この暦 を作 ったのは、履軒の 「華胃国新暦」に触発 されたか らではないか と思われる。

なお、蜻桃が示 しているこの暦法の各月の一 日や、従ってその大小は全 く 「天暦」或いは

「華膏国暦」の方法 によってお り、その通 り正 しく、 この年の 日数 は366日 になって いる。

それにも拘 らず蠕桃が暦の頭書 に 「凡三百六十五 日(昼 夜百刻十二時)」瑚 としているの は、

単 なる勘違いであろう。先にも触れたが、履軒は一 日を十時 としていたが、ここでは一般 と

同 じ十二時 となっている。

5,天 暦 と純 太 陽 暦 に つ い て

山片蟻桃 が 引用 してい る游子 六 の 「天暦 」 は、西暦11世 紀の 中 ごろ、宋 の沈 括(1031～

1095)が 「補筆 談」19に於 いて既 に論 じて い る もの と同 じ暦法 で ある。 そ して沈括 は元祐 元

年(1086)を 例 に とって この暦 を作 って いる16)。沈括 の太 陽暦 は 、 立 春 の 日を一 月 … 日 と

し、二 月一 日は、立 春 の次 の節 で ある啓蟄 の 日と し、順次 この よ うに して毎月の一 日を きめ、

十二 月一 日は小寒 の 日 とす る もの であ る。 先 に示 した表1と 同 じ方 法 を用 いて い る。従 って

一 年の長 さは 自動 的 に
、立春 の 日か ら翌年 の立春 の 前 日までの365日 、或 い は366日 とな っ

て 、暦 と季節 が いつ も一致 す る、純粋 の太 陽暦 であ る。
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しか し、 この暦法 で は、予 め各節 の 日がわ か らなけれ ば、毎 月 の一 日が きまらない し、一

ヶ月の長 さ もわ か らな い。 ところが現行 の グ レゴ リオ暦で は、各 月の長 さは固定 されてお り、

その上 に3月21日 が春分 の 日となる ように閏 日の置 き方 が調 整 され て い る、 全 く人 工 的 な

暦法 で ある。 しか し時 々、春分 が3月21日 に な らない こ とが あ るが 、 こ れ は4年 毎 に閏 日

を置 き、400年 間 に3回 、100年 ご との閏 日を置か ない ように してい るためで あ る。

暦法発展 の順序 として は、純 太 陽暦 か らグ レゴ リオ暦 の よ うに人工 的 に作 られ た暦 に進 ん

で行 くのが 自然 な歩 みであ る と考 え られ てい る。 た とえば、我 が国 では、 中国 の太 陰太 陽暦

が伝 来す る前 に は、純 太陽暦 が用 い られ てい た と、本居 宣長(1730-1801)は その 「真 暦

考 」(1782)で 述べ て いる。 そ して古代 日本 で は立春 の 頃 を年 の初め と して いた と考 えて い

た。す な わち、「立春 の ころ を年 の始 め と し、二 月 の節 の ころ まで を春 の は じめ 、 そ れ よ り

三月 の節 の こ ろまで を春 のなか ば と し」、つ ぎつ ぎに月 を立 てて各季 節 を三 ヶ月 にわけれ ば、

一年 は十二 ヶ月 とな り、暦 日と季節 が いつ も一 致す る暦が で きる と述べ て いるので あ る。 こ

れ は全 く天暦 と同 じ考 え方 で あ り、華胃 国暦 と同様 の暦 法 で あ る。 宣 長 は恐 ら く游 子 六 の

「天経 或問」 の天暦 を知 って いた と思 われ る17)が、履 軒 の華 膏国暦 を知 っ て い たが ど うか の

確証 はない。 しか し 「華胃 国暦」 が1780年 、 「真 暦考」 が1782年 に著 わ されて いる。 従 っ

てその可能性 が全 くない とはい えない ように思 われ る18)。

伊 勢 の神宮 文庫 に江川 高広'9)が 寛 政七年(1795)に 著 した 「天文 解那(げ な)物 語 」 に 、

寛 政八年(1796)を 例 に とって 、立春 を正 月一 日とす る暦 法が示 され て い る。 しか し天 暦

とは少 し異 なる方法 に よってお り、正月 は30日 、二 月 は31日 、3月 は30日 とい う様 に大 小

の交替 が きっち りきめ られてお り、十二 月の みは 「今 年 よ りこの暦 を用 うれ ば今 年 よ り三年

の内 は小 な り、 四年 目は大 な り、以 後 も三 年 は小 に して四年 目は大 な り、万世不 易 に して大

小定 まるな り」 としてい る2°)。従 って天暦 や華胃 国暦 と月 の立 て方が 異 な るの みで、 同工 異

曲の暦 法 とい えよ う。た ・"し、今年 か らこの暦 を用 い る と、365日 の年 が3回 つづ き、4年

目には366日 の年 とな るよ うに述べ てい るが 、 この暦 を作 った寛 政 七 年(1795)か ら な ら

ば、その通 りで あ るが寛 政八年 か らで あれ ば一年 、喰違 うこ とは、表2の 通 りである。 また、

いつ まで も3年 と次の年 とい うよ うに正確 に4年 毎 に365日 と366日 の順 序が く りか えす と

は限 らない。表2に よ ると1790年 か ら1793年 まで は365日 の年 が4回 続 く。 「万 世 不 易 」

は少 し言 い過 ぎで あろ う。 なお、宣長 が この暦 につ いて知 ってい たか ど うか気 にな る点 で あ

る。

履軒 や幡桃 よ り後 年の 、1851年 か ら1864年 の 間、清 国 に反対 して洪秀 全 らがた てた 太 平

天 国で は、 「天暦」 が用 い られ ていた21)。 しか し、太平 天 国の天 暦 は沈 括 の天 暦 と はか な り

異 な って お り、毎 年正 月一一日を立春 と称 す るけ れ ども、一 年 の長 さは366日 で あ って 、 閏 日

は用 いず 、いつ も366日 の一 年 を くりか えす ので ある。そ して 、西 暦1852年2月3日 を太

平 天国二 年正 月一 日と し、 この 日を立 春 の 日で あ る といた。 しか し実際 はそ の翌 日が 立春 に
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あた って い る。 全 く奇妙 な暦 法 で はあ るが 、太平 天国で は、 この よ うな暦法 が行 われ たので

あ った。

表21780年 から1805年 までの立春の日干支 と 「天暦」年の日数

西暦 年号 立春の日干支 (番号) 一年 の 日数(*は 閏年)

1780

81

82

83

84

85

86

87

88

89

ユ790

91

92

93

94

95

96

97

98

99

1800

01

02

03

04

05

06

安永九年

天明元年

二年

三年

四年

五年

六年

七年

八年

寛政元年

二年

三年

四年

五年

六年

七年

八年

九年

十年

十一年

十二年

享和元年

二年

三年

文化元一年

二年

三年

辰

酉

卯

申

丑

午

子

巳

戌

卯

酉

寅

未

子

巳

亥

辰

酉

寅

申

丑

午

亥

巳

戌

卯

申

庚

乙

辛

丙

辛

丙

壬

丁

壬

丁

癸

戊

癸

戊

癸

己

甲

己

甲

庚

乙

庚

乙

辛

丙

辛

丙

(17)

(22>

(28)

(33)

(38)

(43)

(49)

(54)

(59)

(4)

(10)

(15)

(20)

(25)

(30)

(36)

(41)

(46)

(51)

(57)

(2)

(7)

(12)

(18)

(23)

(28)

(33)

365

366

365

365

365

366

365

365

365

366

365

365

365

365

366

365

365

365

366

365

365

365

366

365

365

365

*

*

*

*

*

*

6.お わ りに

大阪大学懐徳堂文庫復刻刊行会が出版 した 「華胃国物言剖 によって、中井履軒が2種 類の

暦法を考案 していたことが明らかになった。そ して、それらの暦法の性格 について考察する

ことがで きたことは、全 く、この刊行会のお蔭である。この機会に深 く感謝の意を表 したい。
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大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

また、履軒の 「有間星」の訳読について、大手前女子短期大学の佐藤直市教授 には多大の

お世話 になった。 また国立天文台暦計算室の伊藤節子 さんには、桃裕行氏の論文などについ

てご教示にあずかった。あわせて心か らの御礼 を申 し上げる。(1991年8月24日)

注)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

16)

17>

18)

19)

大阪大学懐徳堂文庫復刻刊行会監修、懐徳堂文庫本華胃国物語、吉川弘文館、1990年 。

山片幡桃は 「夢 ノ代」 を享和二年(1802)に 書きはじめ、蹟文の日付 は文政三年(1820)八 月

となっている。「夢 ノ代」は、水田紀久 ・有坂隆道、宮永仲基山片幡桃、日本思想大系43、 岩波

書店、1973年 、に収められている。

長谷川一郎、中井履軒の華胃国暦 と華胃国新暦につ いて、天界、東亜天文学会発行。 第786号

(1990年11月)、341頁 。

注1)の 「華胃国物語」、141頁 の山中浩之氏の解説による。

前掲書、146頁 。

前掲書、42頁 。

前掲書、43頁 。

内田正男、日本暦 日原,典、雄山閣、1975年 。

注1)の 前掲書、125頁 。

注1)の 前掲書、149頁 。

桃裕行、本居宣長の 「真暦考」について、立正史学、第36号 、1972年 。 これは桃裕行著作 集8、

暦法の研究 〔下〕、思文閣出版、1990年 、274頁 に収められている。なお、桃氏 も指摘 されてい

る(著 作集8、284頁)よ うに、享和元年(1801)の 立春の日は庚午であるが、履軒は誤 ってそ

の前 日の己巳とした。従って春の期間が九十三 日となったのである。正 しくは九十二日である。

注2)の 岩波本 「夢 ノ代」、152頁 。

桃裕行氏は注11)の 論文において、幡桃は 「且ハ履軒先生有マボシノ華胃暦ニ ヨルノミ」 と言っ

て 「天経或問」の天暦 と履軒の 「華青国新暦」に拠 ったことを明言 しているのである、 としてお

られるのは 「華青国新暦」ではなくて、「華胃国暦」である。 また注2)の 岩波本 「夢 ノ代」の

154頁 の頭注に有間星所収の華胃暦は 「享和元年暦だけ」 とあるのは、 「安永九年暦だけ」 の誤

りである。

注2)の 岩波本 「夢 ノ代」、154頁 。

梅原郁訳注、夢渓筆談3、 東洋文庫、平凡社発行、1981年 、161頁 。

沈括のこの暦法については、能田忠亮氏が早 くに指摘 されている(能 田忠亮、暦学史論。生活社、

1948年 、269頁 及び、 日本学士院編、明治前 日本天文学史、日本学術振興会、1960年 、302頁)。

なおここで能田氏 も、履軒の華胃国新暦のことしか述べていない。

「真暦考」の反論者が、宣長の議論が 「天経或問」か ら来ていると批判 したの に対 して、宣長 は

「天経或問」を読んだことがあることを認めている(桃 裕行氏の注11)の 前掲書、283頁)。

小林秀雄氏は、「本居宣長補記」(新 潮社、1982年)の34頁 以降で 「真暦考」 について論 じてい

る。 しかし太陽年 と朔望月の調和 をはかる太陰太陽暦法に拘 りす ぎたためか、純太陽暦に言及 し

なが らも、游子六の 「天暦」や履軒の 「華胃国暦」について何 も触れなかったことは、些か もの

たりな く思われる。

広瀬秀雄、明治前 日本での太陽暦理解、日本暦学会 ・暦の会合同懇談会講演集、日本暦学会事務
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局発そテ、1980年 、67頁0

20)注16)の 能 田忠亮 氏の前掲 書、272頁 と303頁 。 ただ し 「履軒 や蠕桃 に先 ん じた」 とい うの は あ

たらない。

21)羅 爾 綱 、天暦考及 天暦與 陰陽暦 日対照 表、太平 天国史論文集 第四集 、三聯書店(北 京)、1955年 。
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